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物流最適化

トラック単位の注文から
トラックの荷台の座席単位の注文へ
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代表取締役CEO 兼 最高開発責任者

大堀 富生
システムエンジニア

システム開発会社にて自治体基幹システムなどの開発を多数経験

1996年、世界初のインターネットによる求貨求車システムを考案

開発、社会実装。今のインターネットによる求貨求車の先駆け

メーカーにて工場の生産管理・工程管理システムを構築

商社にてERPシステム・貿易システムを構築

倉庫運送会社にて2002年、西日本最大の自動倉庫システム統括

メーカーから商社、倉庫運輸、小売りとサプライチェーンの川上から

川下までの現場と企画システムを経験

新しい物流のあり方を考えAir Business Clubを設立。

会社紹介 / 代表紹介
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◼ Physical MaaS®とは
MaaS（Mobility as a Service）が「人の移動最適化」なら、
Physical MaaS®は「モノの移動最適化」を目指す。

◼ ポイント
• 荷台や倉庫を「座席化・アドレス化」
• インターネットのパケット通信のように小口単位で輸送
• トラック荷台を「空席チケット予約」のように見える化
• 幹線～地域～ラストマイルを統合する物流のMaaS

◼ 効果
• 積載率向上（40％ → 60％以上）
• ドライバー不足対策（2030年35％不足をカバー）
• 物流コスト削減（売上高物流費率の低減）
• CO₂削減（台数最適化による環境効果）
• 農業・地域物流や共同配送に応用可能

◼ 位置づけ
MaaS ... 人の移動の最適化
フィジカルインターネット ... 物流の思想
Physical MaaS® ... 物流のサービス化・運用モデル

会社紹介 / Physical MaaS®
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会社紹介 / コンセプト動画



物流DXが進まない。なぜか

トラックの荷台の中がアナログだから
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パレット通信型ネットワークの仕組み

物流DXを進めるには。
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1-1. 標準化パレット

荷台の標準化・デジタル化をパレットで実現

荷主・目的
地

地図情報

荷主情報・目的地等

運送ルート パレットの方向・積み荷
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荷台をパレットサイズで区切りアドレス付与、AI最適化を実現

チケット発行

1-2.標準化荷台(1)
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停車駅：東京、品川、新横浜、名古屋、京都、新大阪、・・・

1-2.標準化荷台(2)

新幹線のような空席管理の実現



集配混交輸送
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集荷と配送が入り交じりながら行われ

小ロットの輸送にもフレキシブルに対応

トラック１台あたりの輸送能力UP！

配送 配送

配送

集荷

集荷

集荷

2. 共有リソースの利用（1）/地域物流（オンデマンド）
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2. 共有リソースの利用（2） / ダイヤ編成運行（幹線物流）

運行ダイヤ

TC

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

第1便 第2便 第3便 第4便 第5便

9:15 9:30 9:45 10:0010:15

9:25 9:40 9:55 10:1010:25

9:40 9:55 10:1010:3511:00

10:0510:2010:3510:5011:05

9:15 9:25 9:35 9:45 9:55

9:25 9:45 10:0510:2510:45

9:40 10:0510:3010:5511:20

10:0510:2010:3510:5011:05

愛
知

大
阪

東
京

TC

TC

TC

TC

TC

TC

AI

積替
積替

積替

積替

積替

積載効率・移動時間
を考慮して作成積替

ダイヤ編成とダイヤ運行で自動運転やカルガモ走行を支援
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2. 共有リソースの利用（3） / ドライブスルー式パレット中継センター

「中継基地は単なる荷物の集積所ではなく、物流ネットワークの

知的ハブとして機能します。各パレットの最適な次の目的地を瞬

時に判断し、効率的な積み替えを実現することで、全体としての

輸送効率を飛躍的に向上させます。」
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2. 共有リソースの利用（4） / 共有パレット

輸送用共有パレットの循環
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独自の価値提案：複雑な積み替えをAIで解決します

AI

AI

AI

AI

AI

AI

3. オープンハブ物流ノード(1)

インターネットのパケット通信のような輸送方法
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3. オープンハブ物流ノード(2)

Logistic Network(ロジスティクスネットワーク）中継ネットワーク
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3. オープンハブ物流ノード(3)

LP(Lgistic protocol:ロジスティクスプロトコル)

フィジカルMaas上でデータを送受信する際のルール（プロトコル）
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4. ルーティングと最適化（滋賀県立大学との共同研究）

フレキシブルAI：滋賀県立大学ABMベース輸送経路決定手法

実用的30×30輸送ネットワーク環境での計算にて、実輸送データとの比較で優位性を証明した。

パラメータによる移動確率の適正化 実運送データとの比較検証

← 経路をもとに抽出したネットワーク環境
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4. ルーティングと最適化（滋賀県立大学との共同研究）

[1] Iguchi, T., Uchimura, K., Miyagi, S., & Sakai, O. (2024, December). Enhanced Vehicle Routing Algorithm for Reinforcement Learning Using Artificial Potentials for Multi-objective Logistic Network. In 
International Conference on Complex Networks and Their Applications (pp. 316-327). Cham: Springer Nature Switzerland.

[2] Zong, Z., Zheng, M., Li, Y., & Jin, D. (2022, June). Mapdp: Cooperative multi-agent reinforcement learning to solve pickup and delivery problems. In Proceedings of the AAAI conference on artificial 
intelligence (Vol. 36, No. 9, pp. 9980-9988).

特徴1: 参考文献[1]より、通常のQ-learningよりも高速での優良解取得が可能。

特徴2：参考文献[2]と比較し、入手が容易なPCでもGPU使用PCと同等の速度での計算が可能。

OR-Tools（公開）
（Googleの探索エンジン）

最新技術[2]

（GPU使用）
研究技術[1]

（CPU: Intel Core i7-9700, RAM: 32GB）

5×5格子状構造相当 4 分 1 秒 0.3 秒

10×10格子状構造相当 49 分 7 秒 12 秒
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5. デジタルプラットフォーム(1)
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5. デジタルプラットフォーム(2)
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ドライバー支援

5. デジタルプラットフォーム(3)
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6.弊社のソリューション「Physical MaaS®」を使って明治大学様と物流決済システムのPOC
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知財実績

（特許権利化・出願件数）

（代表国内特許）

（国際特許）

権利化件数 出願件数

基本特許
国内

７件
（内大学共同権利1件）

４件
（内大学と共同出願2件）

海外 ４件 -

代表登録番号 名称

特許第6362240号 物流システム及び物流方法

特許第7072959号
物流部材分配方法、物流部材分配システム、情報処理装置、物流データ決定方法、物流システ
ム、物流データ決定装置、及びコンピュータプログラム

特許第7118348号 物流データ決定方法、物流システム、物流データ決定装置、及びコンピュータプログラム

特許第7561350号
（大学共同権利）

輸送経路決定方法、輸送経路決定装置及びコンピュータプログラム

出願・登録番号 名称

102492（タイ） ระบบโลจิสติกสแ์ละวิธีการทางโลจิสติกส์

IDP000083206（インドネシア） SISTEM LOGISTIK DAN METODE LOGISTIK

PH12019502287（フィリピン） DISTRIBUTION SYSTEM AND DISTRIBUTION METHOD

11201909239W（シンガポール） LOGISTICS SYSTEM AND LOGISTICS METHOD
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Air Business Clubについて

物流の機能

1. 調達物流（Inbound Logistics / ミルクラン）

2. 生産・中継物流（Inter-factory / Cross-docking）

3. 幹線物流（Long-haul / Truck Line Logistics）

4. 地域物流（Regional / Urban Distribution）

5. ラストワンマイル物流（Last-mile Logistics）
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